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日本語教育人材 受 講 対 象

日本語教師

養成 ○日本語教師を目指す者

初任 ○日本語教師【養成】を修了した者
○当該活動分野で新たに日本語教育に携わる者

中堅 ○各活動分野において初級から上級学習者の指導に十分な経験
（２４００単位時間以上※）を有する者

日本語教育
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

地域日本語教育
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

○中堅を経て，地域日本語教育において３年以上の実務経験を有し，
地方公共団体等でコーディネート業務にあたる者

主任教員 ○日本語教育機関において常勤経験３年以上を有する者

日本語学習支援者 ○多文化共生・日本語教育に興味関心を持つ者

日本語教育人材の役割・段階・活動分野に応じた養成・研修のイメージ

日本語
学習
支援者

日 本 語 教 師 日本語教育
コーディネーター

等養 成 初 任 中 堅

大学の
日本語教師養成課程
（45単位・26単位以上）

文化庁届出受理
日本語教師養成研修
（420単位時間以上）

生活者としての外国人
に対する日本語教師初任研修

留学生
に対する日本語教師初任研修

児童生徒等
に対する日本語教師初任研修

就労者
に対する日本語教師初任研修

難民等
に対する日本語教師

初任研修

海外
に対する日本語教師初任研修

日本語教師
【中堅】研修

修
了

修
了

地域日本語教育
コーディネーター
研修

主任教員
研修

・
・
・

日
本
語
学
習
支
援
者

日本語教育能力検定試験
合
格
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